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蜷カルチャー・スコール／乳がん検診

関
西
の
文
化
や
歴
史
を
題
材
に
多

く
の
作
品
を
発
表
し
て
き
た
、
藤
本

義
一
氏
ら
作
家
３
氏
に
縦
横
無
尽
に

語
っ
て
も
ら
う
。
大
阪
文
化
の
個
性

と
は
何
か
。
文
化
を
通
じ
て
大
阪
を

元
気
に
す
る
施
策
と
は
？

３
回
と
も
テ
ク
ス
ピ
ア
ホ
ー
ル
に

て
。
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
午
後

１
時
30
分
開
場
）。
先
着
５
０
０
人
。

■
９
月
20
日
㈷

木
津
川
計
氏
（『
上
方
芸
能
』
発
行

人
）元

立
命
館
大
学
教
授
。
民
放
連
盟

賞
中
央
審
査
委
員
長
、
文
化
庁
芸
術

祭
賞
選
考
委
員
を
務
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
の
「
ラ
ジ
オ
エ
ッ
セ
イ
」
は
約

30
年
に
及
ぶ
。〝
木
津
川
節
〟
と
い

わ
れ
る
柔
ら
か
い
大
阪
弁
の
語
り
に

フ
ァ
ン
は
多
い
。
現
在
、
和
歌
山
大

学
客
員
教
授
、
兵
庫
県
川
西
市
生
涯

学
習
短
期
大
学
学
長
。

■
９
月
23
日
㈷

難
波
利
三
氏
（
直
木
賞
作
家
）

『
地
虫
』
で
オ
ー
ル
読
物
新
人
賞
、

『
て
ん
の
じ
村
』
で
直
木
賞
受
賞
。

講
演
で
は
大
阪
の
長
所
、
短
所
を
取

り
上
げ
な
が
ら
、
取
材
で
知
り
合
っ

た
漫
才
師
や
落
語
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
し
、
小
説
の
執
筆
動
機
に
も

触
れ
る
。
近
年
、
大
阪
の
文
化
振
興
、

町
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

る
。

■
10
月
３
日
㈰

藤
本
義
一
氏
（
直
木
賞
作
家
）

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ『
つ
ば
く
ろ
の
歌
』

で
芸
術
祭
文
部
大
臣
賞
、『
鬼
の
詩
』

で
直
木
賞
受
賞
。「
駅
前
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど
多
く
の
シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
し
、

大
阪
の
人
情
や
芸
人
話
、
商
人
道
を

軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
描
く
。
テ
レ
ビ
司

会
で
も
活
躍
。
プ
ロ
の
作
家
を
養
成

す
る
「
心
斎
橋
大
学
」
の
総
長
。

「
大
阪
の
文
化
を
考
え
る
」

豪
華
ゲ
ス
ト
が
集
う
９
月
の
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
コ
ー
ル

藤
本
義
一
氏
ら
有
名
作
家
が
、
わ
が
ま
ち
・
大
阪
を
語
り
ま
す

自己負担500円で
乳がん検診が受けられます

木津川計氏

難波利三氏

藤本義一氏

大阪の文化に
精通した3人を
講師に招きます

乳がんに関する講演会を開催しました
本市におけるがん予防対策を推進し、乳がん死亡率の

低下と、乳がん検診受診率の向上をはかるため、7月24
日、市民会館で市民公開講演「子どもと女性のしあわせ
を願って」を開催しました。

当日は、現役医であり、全国に乳がん検診の重要性を
講演して回っている田中完児先生が、現在の乳がん検診
の受診率と死亡率との関係や、世界各国の乳がんに関す
る情報を交えておもしろく話されました。また、保健師、
看護師の皆さんが、自分で乳がんを発見できるように自
己触診の方法などについて、機材を使って分かりやすく
客席の中に入って説明しました。
市立病院では、8月から乳がん検診を実施しています。

ぜひ受診ください。　問合 病院総務課（蕁32・5622）

40歳以上の女性の皆さんへ 子宮頸がん検診
は、

対象の年齢 （左に表記）

なら 20～30 代も

無料で

受けられます！

市では、次のとおり、本市に住民票を有する40歳以上の
女性を対象に乳がん検診を実施しています。
■集団検診（8月2日から予約受付中）
日程 ９月８日㈬・30日㈭・10月18日㈪・11月17日㈬・
12月２日㈭
検診場所 保健センター（宮町２ー25 蕁33・8181）
■個別検診
次の各医療機関で、通年（市立病院は8月から）実施して

います。直接病院にてご予約ください。
蜴市立病院（下条町16ー１　蕁32・5489）
蜴うえにし乳腺消化器クリニック（二田町１ー13ー13　蕁

33・0724）
検診内容 問診・視診・触診およびマンモグラフィー
検診費用 500円
なお、今年すでに市の検診を受診した人は受診できませ

ん。
また、子宮がん検診も同様に受け付けしています。詳細

は広報いずみおおつ4月号をご覧ください。
子宮がん・乳がん検診無料クーポン券を配布します
特定の年齢に達した女性に、乳がんの早期発見と知識を

深めていただくため、検診を無料で受けていただけるクー
ポン券と検診手帳の送付を10月ごろに予定しています。ま
た、対象の人で平成22年4月以降に市の検診をすでに受診
した人は、後日自己負担金（500円）を還付しますので、
がん検診の領収書と検診結果を保管しておいてください。
なお、対象となるのは、次の人です。

子宮頸がん検診無料クーポン対象
蜴平成元年４月２日～平成２年４月１日生
蜴昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生
蜴昭和54年４月２日～昭和55年４月１日生
蜴昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生
蜴昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生
乳がん検診無料クーポン対象
蜴昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生
蜴昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生
蜴昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生
蜴昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生
蜴昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生
問合 保健センター（蕁33・8181）

本市はがん対策のためのピンクリボン運動を推進しています

ルーブルを驚かせたルーブルを驚かせた
金沢21世紀美術館の挑戦金沢21世紀美術館の挑戦
開館1年で 157万人が足を運んだ美術館として注目を集め、仏・開館1年で 157万人が足を運んだ美術館として注目を集め、仏・
ルーブル美術館からの視察団も訪れた「金ルーブル美術館からの視察団も訪れた「金沢沢 2211 世紀美術館」。世紀美術館」。
同館の設計などの功績で、建築界のノーベル賞といわれるプリ同館の設計などの功績で、建築界のノーベル賞といわれるプリ
ツカー賞を受賞した建築ユニット、SANAA の２氏と、特任館ツカー賞を受賞した建築ユニット、SANAA の２氏と、特任館
長が美術館の人気の秘密を語ります。入場無料。当日先着順。長が美術館の人気の秘密を語ります。入場無料。当日先着順。

■
講
演
「
市
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術

館
」
蓑
豊
氏
（
金
沢
21
世
紀
美
術
館

特
任
館
長
、
大
阪
市
立
美
術
館
名
誉

館
長
、
兵
庫
県
立
美
術
館
長
）

■
講
演
「
こ
ん
な
美
術
館
を
つ
く
り

た
か
っ
た
」
妹
島
和
世
氏
、
西
沢
立

衛
氏
（
建
築
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ａ（
サ
ナ
ー
）」）

■
座
談
会:

「
芸
術
を
通
じ
た
町
づ

く
り
・
人
づ
く
り
」

　
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
き
な
円
盤
状
の

建
物
、
降
り
注
ぐ
太
陽
光
。
内
部
に

散
り
ば
め
た
箱
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
展
示
室
。
２
０
０
４
年
、「
美
術

館
は
楽
し
い
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
、

オ
ー
プ
ン
し
た
金
沢
21
世
紀
美
術
館

は
開
館
１
年
で
驚
異
的
な
１
５
７
万

人
が
入
場
。「『
美
術
館
冬
の
時
代
』

と
い
わ
れ
る
現
代
に
、
考
え
ら
れ
な

い
」
と
世
界
各
地
の
美
術
館
は
驚
き
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
は
視
察
団
を
派
遣

し
た
。

　
ガ
ラ
ス
な
ど
を
多
用
し
た
透
明
感

に
あ
ふ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
界
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
ん
だ
２
人
の
作
品
は
、

海
外
か
ら
の
関
心
も
高
く
、
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
ラ
ン
ス
分
館
（
仏
）
を
は

じ
め
、
世
界
各
地
で
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
妹
島
氏
は
世
界
最
大
級
の
建

築
展
「
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
建
築
展
」（
８
〜
11
月
、
イ
タ

リ
ア
）
で
、
日
本
人
初
の
企
画
責
任

者
も
務
め
る
。

　
子
ど
も
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
美
術

館
、
市
民
参
加
の
町
づ
く
り
と
は
何

か
。
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
を
持
つ
特

任
館
長
と
、
世
界
で
引
っ
張
り
だ
こ

の
建
築
家
２
人
が
金
沢
21
世
紀
美
術

館
の
全
容
と
人
気
の
秘
密
を
語
る
。

問
合　
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

開館1年で 157万人が足を運んだ美術館として注目を集め、仏・
ルーブル美術館からの視察団も訪れた「金沢 21 世紀美術館」。
同館の設計などの功績で、建築界のノーベル賞といわれるプリ
ツカー賞を受賞した建築ユニット、SANAA の２氏と、特任館
長が美術館の人気の秘密を語ります。入場無料。当日先着順。

金沢21世紀美術館

金沢 21世紀美術館

ルーブルを驚かせた
9/26Sun.

～

金沢21世紀美術館の挑戦

【写真右上から順に下に】
●金沢21世紀美術館の代
表的な作品「スイミング・
プール」。上からは、プー
ルの底に人が沈んでいる
ように見え、人気を集め
る。（レアンドロ・エルリッ
ヒ、2004 年、金沢 21世
紀美術館蔵、撮影：中道
淳／ナカサアンドパート
ナーズ、写真提供：同美
術館）
●建築ユニット、SANAA
の西沢氏（左）、妹島氏
●蓑特任館長　

カルチャー・スコール　～泉大津市文化フォーラム～

「
世
界
が
驚
い
た
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
挑
戦

〜
斬
新
な
設
計
と
ユ
ニ
ー
ク
な
運
営
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
決
定
！

@市民会館大ホール
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オータムジャンボ宝くじ

オータムジャンボオータムジャンボ

１等・前後賞合わせて

2億5,000万円!
この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりに使われます。
大阪府内の宝くじ売り場でお買い求めください。

販売期間
9/27㈪～10/19㈫

販売価格　宝くじ1枚300円
問合　譛大阪府市町村振興協会（蕁06・6920・4566）

オータムジャンボ
オータムジャンボ宝くじオータムジャンボ宝くじ

■ごみ減量や環境事業への
　市民の皆さんのアイデアを募集します。

　市では、指定ごみ袋の販売収入を「地域環境基金（仮
称）」に積み立て、環境対策や環境教育の充実を図る事
業に活用したいと考えています。「地球温暖化ストッ
プ！」や「街をきれいにする事業」など、地域環境基
金活用に対する市民の皆さんのアイデアを募集します。
　例えば「集団回収事業助成金をアップしてはどう
か？」…など、皆さんのご意見をお待ちしております。
　ご意見は、はがきや封書、ファクス、メールおよび
持参（平日午前 8 時 45 分～午後 5 時 15 分）でご応
募ください。提案内容、住所、氏名、年齢、電話番号
を記入し、郵送の場合は、〒595ー 8686　生活環境課
（住所不要）。薨 33・1270。
　メールは、kankyou@city.izumiotsu.osaka.jp 宛
てにお送りください。
■「ごみの分別大辞典」は届いていますか？
　12 月１日から家庭から出る「可燃ごみ」が有料の指
定袋制になることに伴い、９月から一部分別方法が変
わります。品目ごとに分別を一覧にした「ごみの分別
大辞典」を 8 月から全戸配布しています。お手元に届
いていない人は、生活環境課までご連絡ください。
■「ふれあい宅配」スタート！

指定袋を買いに行けない世帯へはお届けします。
　12 月１日から市の指定するごみ袋で「可燃ごみ」を
出していただく方法に変わりますが、高齢者や障がい
のある人で、取扱店などへごみ袋を買いに行けない人
のために個人宅への「ふれあい宅配」を行います。
　申込方法などは、今後の広報紙でお知らせします。
■不法投棄防止対策を講じたマンションへ

ボランティア袋を交付！
　不法投棄されやすいマンションなどのごみ集積場に、
不法投棄防止策として、鍵をつける・防止ネットをする・
防止柵をつけるなどの対策を講じていただいた場合に、
マンションの管理者に対して、年間 60 枚を上限にボ
ランティア袋を交付します。申請方法などは今後の広
報紙でお知らせします。
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）
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徒
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
に
耐
震
二
次
診
断

を
実
施
し
、
次
年
度
以
降
に
順
次
補

強
工
事
を
行
い
、
校
舎
の
耐
震
性
を

確
保
し
た
の
ち
、
大
規
模
改
修
工
事

を
計
画
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
危
険
箇
所
な
ど
緊
急
性
の

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
補
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
教
育
総
務
課
）

赤
ち
ゃ
ん
を
市
立
病
院
で
出
産
し

た
い
。
個
室
で
も
い
い
の
で
子
連
れ

入
院
は
無
理
か
。

お
母
様
が
出
産
な
ど
で
見
ら
れ
な

い
場
合
、
病
院
で
は
お
子
様
の
お
世

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
お

断
り
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
病
院
総
務
課
）

市
立
病
院
で
手
術
を
し
た
。
治
療

費
が
高
額
に
な
っ
た
の
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
支
払
い
た
か
っ
た
が
、

現
金
し
か
不
可
だ
っ
た
。
カ
ー
ド
精

算
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
お
支
払
い

に
つ
い
て
は
、
導
入
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
病
院
総
務
課
）

福
祉
健
康
農
園
に
つ
い
て
、
空
き

を
待
つ
希
望
者
が
多
い
の
で
多
く
の

方
に
十
分
な
数
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
、
お
よ

び
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
に
「
福
祉
健
康
農
園
」

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

農
園
の
拡
充
・
確
保
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。（
高
齢
介
護
課
）

福
祉
農
園
の
待
ち
人
数
が
多
い
。
十

分
な
拡
充
を
。

農
地
拡
充
・
確
保
の
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

病
院
治
療
費
が
高
額
の
場
合
な
ど
、

カ
ー
ド
で
精
算
し
た
い
。

今
後
、
導
入
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

市
立
病
院
へ
子
連
れ
入
院
し
た
い
。

お
子
様
を
一
人
に
し
な
い
た
め
、

残
念
な
が
ら
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

蜷市長へのはがきに回答します／泉大津ごみニュース
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最
近
、
カ
ラ
ス
が
と
て
も
多
く
、

ご
み
を
あ
さ
っ
て
い
る
。
ご
み
袋
を

道
路
の
真
ん
中
ま
で
引
っ
張
る
も
の

も
。
車
や
単
車
が
よ
け
て
通
ら
な
い

と
い
け
な
い
状
態
だ
。
家
庭
の
ご
み

は
ご
み
箱
に
入
れ
て
出
す
よ
う
、
市

か
ら
市
民
へ
お
願
い
で
き
な
い
か
？

で
き
る
だ
け
フ
タ
付
き
の
ご
み
箱

に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
、
ネ
ッ
ト
を

か
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
広
報
紙
を

通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

カ
ラ
ス
被
害
を
な
く
す
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
生
活
環
境
課
）

子
ど
も
の
数
が
増
え
れ
ば
ご
み
は

増
え
る
。
可
燃
ご
み
を
有
料
化
に
す

る
と
、
よ
け
い
少
子
化
に
な
る
の
で

は
？
　
子
ど
も
の
多
い
家
、
お
む
つ

の
い
る
赤
ち
ゃ
ん
、
介
護
の
必
要
な

高
齢
者
の
い
る
世
帯
に
は
助
成
す
る

な
ど
し
て
ほ
し
い
。

乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
世
帯
や
、

要
介
護
者
の
い
る
ご
家
庭
は
、
ご
み

の
減
量
努
力
が
報
わ
れ
に
く
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
お
む
つ
」

に
つ
い
て
は
、
可
燃
ご
み
と
分
け
て

お
む
つ
だ
け
を
透
明
、
ま
た
は
半
透

明
の
袋
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
無

料
で
回
収
し
ま
す
。（
生
活
環
境
課
）

犬
の
散
歩
で
フ
ン
を
片
づ
け
な
い

人
に
は
罰
金
を
科
す
な
ど
の
条
例
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

現
在
、
条
例
と
し
て
は
制
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
飼
い
主
に
対
す
る
マ

ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
を

通
じ
て
、
ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射

案
内
文
送
付
な
ど
の
際
に
啓
発
を
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
内
４
動
物
病

院
で
啓
発
物
の
手
渡
し
や
、
衛
生
委

員
会
に
よ
る
啓
発
看
板
の
作
成
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

犬
の
フ
ン
な
ど
の
不
始
末
を
禁
止

す
る
条
例
を
と
の
ご
提
言
に
つ
い
て

は
、
現
場
で
の
指
導
・
取
り
締
ま
り

に
あ
た
る
人
員
配
置
や
罰
金（
過
料
）

の
徴
収
事
務
な
ど
の
体
制
整
備
な

ど
、
周
知
徹
底
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
過
料
な
ど
も
含
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
衛
生
委
員
会
が
作
成
し
た

犬
の
フ
ン
放
置
禁
止
の
啓
発
看
板
に

つ
い
て
は
、
市
で
も
ご
用
意
で
き
ま

す
の
で
、
生
活
環
境
課
へ
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。（
生
活
環
境
課
）

わ
た
し
の
子
ど
も
が
通
う
市
内
の

小
学
校
よ
り
も
、
親
せ
き
が
通
う
和

泉
市
の
小
学
校
の
方
が
、
授
業
日

数
・
時
間
が
多
い
。総
授
業
時
間
は
、

府
内
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
か
？

公
立
学
校
に
は
、
年
間
標
準
授
業

時
数
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
各
学
年

の
す
べ
て
の
教
科
に
お
い
て
、
年
間

に
授
業
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時

数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
子
様

が
通
っ
て
い
る
小
学
校
も
、
こ
の
時

数
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
行

事
な
ど
の
関
係
で
、
各
校
の
授
業
時

数
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。（
指
導
課
）

先
日
、
家
族
が
通
う
小
津
中
学
校

を
訪
れ
た
ら
、
校
舎
が
古
く
て
汚
い

こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
学
校

の
改
修
は
で
き
な
い
か
。

中
学
校
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
生

最
近
カ
ラ
ス
が
増
え
、
ご
み
を
荒
ら

し
て
困
っ
て
い
る
。
対
策
を
。

フ
タ
つ
き
の
ご
み
箱
を
使
う
な
ど
、

工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

泉
大
津
の
小
学
校
よ
り
和
泉
の
方
が

授
業
日
数
が
多
い
？

決
め
ら
れ
た
時
数
は
確
保
し
て
い

ま
す
が
、
行
事
な
ど
に
よ
り
各
校

の
時
数
は
若
干
前
後
し
ま
す
。

犬
の
フ
ン
を
放
置
す
る
飼
い
主
に
罰

則
を
。

マ
ナ
ー
啓
発
努
力
中
で
す
。
フ
ン

放
置
禁
止
看
板
も
ご
用
意
で
き
ま

す
の
で
、
お
声
掛
け
を
。

子
ど
も
の
多
い
世
帯
な
ど
は
ご
み
が

多
い
。
可
燃
ご
み
有
料
化
に
と
も
な

う
助
成
が
ほ
し
い
。

お
む
つ
は
無
料
で
回
収
し
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
、
中
学
校
舎

の
改
修
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。

今
年
度
の
診
断
で
次
年
度
以
降
に

耐
震
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

内容
ごみ袋有料化、その他ごみに関すること
生活環境の改善の要望、エコ活動について
学校・教育現場の充実
よりよい市立病院、よりよい医療
道路、街路樹など、市のハード面の改善
税金を有効に使ってほしい（生活保護受給者条件の見直し等）
職員・給与について
子育てに関すること（施設、制度、サービス等）
高齢者福祉の充実
健康な暮らしのサポート
安心・安全なまちづくり
みどり・公園を増やしてほしい／公園利用者のマナー向上
駅前駐輪場について

件数
18
11
11
7
7
5
4
3
3
3
3
3
3

■
代
表
的
な
ご
意
見
の
内
容
別
内
訳

市長へのはがきにお答えします。
市政について幅広いご意見をいただく企画、「市長へのはがき」を広報紙 6 月号で募集したとこ
ろ、市民の皆さんから 81 通、103 件のご提言が寄せられました。すべてのご提言は市長が目
を通し、回答が必要なものにはご提言者へ返答しています。いただいたご提言の内容別内訳は
下表のとおりで、ここでは、件数の多かった内容に対する回答を抜粋して掲載します。

81通、103件のご意見、ご要望が寄せられました
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蜷津波避難訓練／だんじりまつり

「
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
」
の
季
節
が
い

よ
い
よ
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
、

10
月
３
日
豸
が
試
験
曳び

き
、
10
月
９

日
貍
、
10
日
豸
が
本
祭
り
で
す
。

10
月
９
日
・
10
日
の
本
祭
り
で

は
、
市
内
各
地
域
で
泉
大
津
警
察
署

に
よ
り
下
図
の
よ
う
な
交
通
規
制
区

域
（
車
両
通
行
禁
止
）
が
設
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
当
該
区
域
お
よ
び
だ
ん

じ
り
の
曳え

い

行
コ
ー
ス
に
あ
た
る
地
域

に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
、
ま
た
通
行

す
る
車
は
、
う
回
す
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

非
行
の
な
い
明
る
い
祭
り
を

秋
祭
り
で
は
、
開
放
的
な
気
分
に

な
っ
て
、
飲
酒
・
喫
煙
・
暴
力
行
為

や
不
純
異
性
行
遊
な
ど
を
す
る
未
成

年
者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
、
周
囲

の
大
人
た
ち
が
、「
祭
り
だ
か
ら
」

と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
こ
と
や
、

未
成
年
者
へ
酒
類
を
ふ
る
ま
う
こ
と

な
ど
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
楽
し
く
明
る
い
祭
り
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
合

生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

秋
祭
り
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

10
月
９
日
貍
が
一
般
ご
み
の
収
集

日
に
あ
た
る
地
域
の
ご
み
収
集
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

板
原
曽
根
線

穴師小学校
穴師幼稚園

交番

ＪＡいずみの
穴師支店

泉大津中央線

郵便局

泉大津高校

泉穴師神社

交通規制区域 交通規制区域

交通規制区域 交通規制区域

上條
小学校

上條上條
幼稚園幼稚園

銀行

交番

助松団地
助松
神社

上
條
幼
稚
園

北助松本通商店街

さ
つ
き
通
り府

道
大
阪
臨
海
線

市
民
会
館

消
防
本
部

郵便局

戎幼稚園

警察署

泉
大
津
駅

府
道
堺
阪
南
線

南
海
中
央
線

泉大津中央線
条南
小学校

中央浄配水場

泉大津高校

泉穴師神社

総合
体育館

消防
出張所

ＪＡいずみの
泉大津支店

北
助
松
駅

10月9日　午前6時～8時・10日　午前9時～午後10時

10月9日　午前6時～8時・10日　午前9時～午後10時

泉 穴 師 神 社 地 区（交通規制）

　10日は午後0時40分から泉穴師神社に豊中町・池浦町・我孫子・板原町の順に4
台が宮入りします。また当日は、飯之山神事が行われます。

　9日の連合曳きは、午前10時から泉大津中央線を中心に、助松・曽根地区と泉穴
師地区との合同で行われます。

曽根、助松神社地区（交通規制）

　10日は、午前9時から曽根神社に森町・北曽根・池園町・池上町（和泉市）・二田町・
千原町・南曽根の順に7台が宮入りします。また、助松神社には午前9時30分に助
松町が宮入りします。なお、午後1時30分からさつき通りを中心にパレードが行わ
れます。

　パレードは、9日の午後1時から新谷産業前交差点を中心に行われます。翌日10
日は午前10時から大津神社に田中町・出屋敷・西之町・下之町・上市・上之町・元町・
宮本町の順に8台のだんじりが宮入りします。

10月9日　午前10時～午後6時

10月9日　午前6時～午後10時・10日　午前9時～午後10時

穴師、助松、曽根地区　十二町連合（交通規制）

大津神社地区（交通規制）

　安全対策として、だんじり曳行中コース内へのベビーカー・自転車の通行はご遠慮ください。なお、だんじり曳行中はだんじり関係者の指示に従ってください。

だんじりまつりだんじりまつりだんじりまつりだんじりまつりだんじりまつり
試験曳き10月3日㈰ 本祭り10月９日㈯・10日㈰

津
波
避
難
訓
練

津
波
避
難
訓
練

津
波
避
難
訓
練

津
波
避
難
訓
練

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

９９
月月
1122
日
、
事
前
選
出
さ
れ
て
い
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
旭
小
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

日
、
事
前
選
出
さ
れ
て
い
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
旭
小
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

９
月
12
日
、
事
前
選
出
さ
れ
て
い
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
旭
小
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

6

■
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

昭
和
35
年
に
、
９
月
１
日
が
防
災

の
日
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
あ

わ
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
が
災
害
対
策
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着

い
て
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ

か
ら
地
震
や
風
水
害
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

市
で
は
、
地
震
、
津
波
、
洪
水
の

災
害
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.izum

iotsu.
osaka.jp/kikikanri/hazardm

a
p.htm

l

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
、
ご
家
庭
に
不
安
定
な
家
具
や
危

険
な
も
の
が
な
い
か
、
災
害
へ
の
備

え
が
で
き
て
い
る
か
点
検
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
で
き
る
災
害
対
策
】

▽
食
料
、
飲
料
水
、
懐
中
電
灯
、
ラ

ジ
オ
、
衣
類
な
ど
、
家
族
に
応
じ

て
非
常
用
の
持
ち
出
し
袋
を
常
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

▽
家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下
の
防
止

対
策
、
建
物
の
耐
震
対
策
な
ど
自

宅
で
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

▽
地
震
、
津
波
、
洪
水
時
の
避
難
路
、

避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

■
９
月
12
日
に

津
波
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の

海
溝
型
地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
に

備
え
る
た
め
、
次
の
と
お
り
津
波
避

難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
参
加
者
は
、
同
報
系
防
災
行

政
無
線
の
拡
声
器
か
ら
放
送
さ
れ
る

避
難
指
示
に
基
づ
き
避
難
を
開
始

し
、
自
宅
か
ら
安
全
に
避
難
で
き
る

経
路
の
確
認
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
旭
小
学
校

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
完
了

後
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
津
波
避
難
訓
練
で

は
、
車
い
す
を
使
っ
た
災
害
時
要
援

護
者
避
難
訓
練
も
行
い
ま
す
。

実
施
日
時

９
月
12
日
㈰
　
午
前
９

時
～
午
前
11
時

訓
練
想
定

午
前
９
時
に
、
紀
伊
半

島
沖
の
震
源
の
深
さ
が
20
㎞
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
の
海
溝
型
地
震

が
起
こ
り
、
そ
れ
に
よ
り
津
波
が
発

生
し
、
大
阪
湾
に
も
襲
来

訓
練
対
象
地
域

南
海
本
線
よ
り
西

側
か
つ
浜
小
学
校
横
の
堅
川
か
ら
南

側
の
地
域

訓
練
参
加
者

訓
練
対
象
地
域
内
の

自
治
会
よ
り
選
出
し
て
い
た
だ
い
た

人
（
約
２
０
０
人
）

避
難
場
所

旭
小
学
校
体
育
館

内
容

▽
午
前
９
時
～
10
時
…
津
波

避
難
訓
練
、
車
い
す
を
使
っ
た
災
害

時
要
援
護
者
避
難
訓
練
、
消
防
団
に

よ
る
被
害
状
況
な
ど
の
確
認
　
▽
午

前
10
時
～
11
時
…
防
災
講
演
会

【
訓
練
で
は
午
前
９
時
に
市
内
一
部

で
「
訓
練
放
送
」
を
流
し
ま
す
】

９
月
12
日
の
津
波
避
難
訓
練
で

は
、
訓
練
対
象
地
域
に
設
置
し
て
い

る
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
拡
声
器

で
、
次
の
と
お
り
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
。

当
日
の
放
送
は
、訓
練
で
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時

９
月
12
日
㈰
　
午
前
９

時
３
分
ご
ろ

放
送
範
囲

南
海
本
線
よ
り
西
側
か

つ
浜
小
学
校
横
の
堅
川
か
ら
南
側
の

地
域

※
た
だ
し
、
風
向
な
ど
に
よ
り
、
上

記
地
域
以
外
に
聞
こ
え
る
場
合
あ
り

放
送
内
容

訓
練
予
告→

サ
イ
レ
ン

音→

「
訓
練
、
訓
錬
、
訓
練
。
こ
ち

ら
は
、
泉
大
津
市
災
害
対
策
本
部
で

す
。
午
前
９
時
３
分
、
大
阪
府
沿
岸

に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
、
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
訓
練
、
訓
練

で
す
」（
繰
り
返
し
）

「
以
上
で
訓
練
放
送
を
終
了
い
た

し
ま
す
」

以
上
の
よ
う
な
放
送
が
流
れ
ま
す

の
で
、
津
波
避
難
訓
練
に
参
加
し
な

い
人
、
お
よ
び
訓
練
地
域
以
外
の
皆

さ
ん
に
は
、
早
朝
よ
り
お
騒
が
せ
し

ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
災
害
時
の
葬
祭
業
務
な
ど
に

関
す
る
協
定
を
締
結

市
で
は
、
７
月
14
日
、
株
式
会
社

シ
ャ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
泉
大
津
）、
株
式
会
社
セ

ル
ビ
ス
（
泉
大
津
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
）
と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
協
力

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

­▽
被
災
者
の
緊
急
一
時
避
難
場
所
の

提
供
お
よ
び
支
援

▽
遺
体
の
搬
送

▽
遺
体
の
安
置
、
搬
送
な
ど
に
必
要

な
資
機
材
お
よ
び
消
耗
品
の
提
供

▽
遺
体
の
安
置
に
必
要
な
葬
儀
式
場

な
ど
の
施
設
の
提
供

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
安

全
・
安
心
の
確
保
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
合

危
機
管
理
課（
市
役
所
４
階
）

汐見町 青葉町
西港町 東港町

菅原町 小松町

春日町若宮町

田中町

神明町

本町

下之町

上之町

河原町

清水町

高津町 戎町

泉大津駅

旭小学校

なぎさ町

訓練対象区域

９
月
12
日
の
訓
練
対
象
地
域

同報系防災無線スピーカー
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